
生物多様性に関する市民アンケート調査
※アンケートはwebでも回答できます

生物多様性の認識

【問１】生物多様性という言葉を知っていましたか。（〇は１つ）

１．言葉の意味を知っている ２．意味は知らないが、言葉は聞いたことがある

３．聞いたこともなかった

自然環境の実感に関すること（生態系サービス）

【問２】厚木市の自然環境について、住んで良かったと実感することを教えてください。（○は１つ）

１．緑豊かな山があり空気が澄んでいる ２．美しい流れの河川がある

３．市内産の新鮮な作物（野菜など）が近くで手に入る ４．整備された公園や緑地がある

５．その他（ ） ６．特にない

自然環境の問題に関すること

【問３】厚木市の自然環境の問題について、あなたが関心があることを教えてください。（○は２つまで）

１．外来種による在来種の減少 ２．里地里山や山林、農地の荒廃 ３．農作物等の鳥獣被害

４．気候変動による自然災害の激甚化 ５．プラごみなど河川の汚染 ６．その他（ ）

７．わからない

現在の催し物への参加

【問４】あなたが参加したことがある生物多様性に関連するイベントを教えてください。（○はいくつでも）

１．環境エコツアー ２．さがみ自然フォーラム ３．環境フェア ４．ＳＤＧｓフェスティバル

５．外来種の駆除活動 ６．里地里山や山林、河川の保全活動 ６．その他（ ）

７．参加したことはない

今後の催し物への参加

【問５】今後、あなたが参加してみたい生物多様性に関するイベントを教えてください。（○はいくつでも）

１．地域の自然環境を対象としたツアー ２．著名人による講演会 ３．スマートフォンなどの

アプリと連動した生き物調査 ４．外来種の駆除活動 ５．里地里山や山林、河川の保全活動

６．その他（ ） ７．参加したいものはない

裏面に続きます
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期待する自然環境

【問６】あなたが将来期待する市内の自然環境を教えてください。（〇は１つ）

１．都市地域とのバランスが取れた自然環境 ２．子どもたちの遊び場、憩いの場となるような

自然環境 ３．有害鳥獣や災害の脅威が減り安心して住める自然環境

４．観光地となるような自然環境 ５．その他（ ）

保全を優先するエリアの検討

【問７】市内の自然環境の中で、特に保全すべきだと思う地域はどこですか。（○は２つまで）

１．丹沢などの山地 ２．里地里山 ３．水田や畑などの農地 ４．河川などの水辺

５．街路樹や公園などの緑地 ６．農業用水路、ため池 ７．その他（ ）

外来種への対策に関すること

【問８】あなたが重要だと思う外来種の対策について教えてください。（○は２つまで）

１．外来種の駆除活動 ２．外来種の放逐や植栽等の禁止など法令による規制の強化

３．ペットの適正な飼養に関する普及啓発 ４．外来種の生息状況に関する情報の提供や見える化

５．外来種の影響に関する普及啓発 ６．植栽等での在来種の利用 ７．その他（ ）

生物多様性を知ってもらうための取組

【問９】生物多様性を知ってもらうためにあなたが重要だと思うことを教えてください。（○は２つまで）

１．学校での環境教育、環境学習 ２．広報紙や市ホームページでの周知啓発 ３．新聞やテレ

ビなどメディアへの掲載 ４．市民が参加したくなるようなイベントの実施 ５．ＳＮＳや動画コンテンツ

の充実 ６．生物多様性を保全する行動をまとめたチェックリスト ７．その他（ ）

年代

【問10】最後にあなたの年代を教えてください。

・10代 ・20代 ・30代 ・40代 ・50代 ・60代 ・70代 ・80代以上 ・答えたくない

御回答ありがとうございました。

その他 （ご意見など）

【問11】生物多様性に関するご意見等があればご記入ください。



生物多様性に関する事業者アンケート調査
※アンケートはwebでも回答できます

生物多様性、自然環境の保全（ＳＤＧｓ 目標14、15）への関心

【問３】貴事業所の生物多様性や自然環境の保全への関心度を教えてください。
（〇は１つ）

１．非常に関心がある ２．やや関心がある ３．どちらともいえない ４．関心はない

裏面に続きます

貴事業所について

【問１】次の各項目について、当てはまるものに〇をつけてください。

１．農業，林業 ２．鉱業，採石業，砂利採取業 ３．建設業 ４．製造業

５．電気・ガス・熱供給・水道業 ６．情報通信業 ７．運輸業，郵便業 ８．卸売業・小売業

９．金融業・保険業 １０．不動産業，物品賃貸業 １１．学術研究，専門・技術サービス業

１２．宿泊業，飲食サービス業 １３．生活関連サービス業，娯楽業 １４．教育，学習支援業

１５．医療，福祉 １６．複合サービス事業 １７．その他サービス業

業
種

１． １～４人 ２． ５～９人 ３． １０～１９人 ４． ２０～２９人

５． ３０～４９人 ６． ５０～９９人 ７． １００～２９９人 ８． ３００人以上

従
業
員
数

生物多様性の認識

【問２】生物多様性という言葉を知っていましたか。（〇は１つ）

１．言葉の意味を知っている ２．意味は知らないが、言葉は聞いたことがある

３．聞いたこともなかった

生物多様性、自然環境の保全（ＳＤＧｓ 目標14、15）への取組

【問４】貴事業所の生物多様性や自然環境の保全の取組状況を教えてください。（〇は１つ）

１．方針等を定めて取組を実施している ２．方針等は定めているが取組は実施していない

３．方針等は定めていないが、取組を実施している ４．方針等は定めておらず取組も実施し

ていない

【問５】貴事業所で具体的に取り組まれていることを教えてください。（〇はいくつでも）

１．所有地の緑化の推進 ２．里地里山、山林の保全 ３．河川などの水辺の保全

４．従業員への研修の実施 ５．自然観察会など自然に親しむイベントの実施

６．外来種の駆除活動 ７．学校等での環境教育 ８．その他（ ）

９．特に取り組んでいることはない



市との連携に関すること

１．希望する ２．機会があれば希望する ３．特に希望はない

市に期待すること

【問９】貴事業所で生物多様性や自然環境の保全に取り組む際に、市に期待することがあれば教えてく
ださい。 （〇はいくつでも）

１．金銭的な支援 ２．場所の提供 ３．専門家等の派遣 ４．取組のノウハウ・事例など

の情報の提供 ５．その他（ ） ６．特に期待することはない

【問７】貴事業所で厚木市との連携が可能な取組があれば教えてください。（〇はいくつでも）

１．所有地の緑化活動 ２．里地里山、山林の保全活動 ３．河川などの水辺の保全活動

５．自然観察会など自然に親しむイベントの実施 ６．外来種の駆除活動

７．学校等での環境教育 ８．市のイベント等での貴事業所の取組のパネル展示

８．その他（ ） ９．特に連携できるものはない

【問６】貴事業所で生物多様性や自然環境の保全に取り組む場合、厚木市との連携を希望しますか。
（〇は１つ）

【問８】貴事業所で生物多様性や自然環境の保全に取り組む際に、課題となる点を教えてください。
（〇はいくつでも）

１．資金の確保 ２．実施する場所 ３．実施人員の確保 ４．取組に向けた人材の確保

５．取組のノウハウ・手法 ６．取組に費やす時間の確保 ７．その他（ ）

８．大きな課題はないが取組をするつもりはない

取組に関する課題

その他 （ご意見など）

【問10】生物多様性に関するご意見等があればご記入ください。

御回答ありがとうございました。



生物多様性あつぎ戦略改定に向けたアンケート調査について 

 

１ 生物多様性あつぎ戦略の改定について 

  生物多様性あつぎ戦略は、生物多様性基本法第 13条第１項に基づき、本市にお

ける「生物多様性地域戦略」として平成 25年３月に策定しています。 

  今年度の 12月に予定されている生物多様性条約第 15回締約国会議（COP15、カ

ナダのモントリオールで開催）での生物多様性に関する新たな国際的な目標の採

択や、次期生物多様性国家戦略（以下「国家戦略」という。）の策定を受け、令和

５年度の改定を予定しています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

２ アンケートの概略について 

(1) 趣旨 

 令和５年度の生物多様性あつぎ戦略の改定に向けて、市民や事業者の生物多様

性に関する認識やニーズの把握のため、アンケート調査を実施します。 

(2) 対象 

市民 2,000人、市内事業者 300社を無作為で抽出 

(3) 回答方法 

紙又は webによる回答を予定 

(4) スケジュール 

令和４年 11月２日  アンケート案を環境審議会に提示 

令和４年 12月中旬頃 アンケート送付 

※回答期限は概ね１ヶ月程度を想定 

令和５年１月中旬頃  アンケート回収 

令和５年２月～３月  アンケート取りまとめ 

 ※アンケートの回収状況等により令和５年度にずれ込む場合もあります。 

 

【参考】生物多様性基本法（抜粋） 

（生物多様性地域戦略の策定等） 

第十三条 都道府県及び市町村は、生物多様性国家戦略を基本として、単独で又は共同

して、当該都道府県又は市町村の区域内における生物の多様性の保全及び持続可能な

利用に関する基本的な計画（以下「生物多様性地域戦略」という。）を定めるよう努め

なければならない。 

資料７－１ 


